
合格体験記 

長谷 有希央 

 

2020 年 中小企業診断士 2 次試験(筆記)に合格した長谷と申します。 

４回目の 2 次試験(筆記)で合格となりました。 

合格の再現答案と不合格の再現答案を比較すると、 

 

合格年と不合格年の一番の大きな違いは 

 

「素人が見ても分かる内容で書いているか」 

 

でした。 

 

僕は、２次試験 1年目から MMC の通学生としてMMC 講座を受講しました。 

※下線文は不合格を招いた要因と考えられる部分になります。 

 

【1年目】 

1 年目は、２次試験の勉強がとても楽しかったので、ひたすら勉強を行い、9月の第４回

模試では上位 15%以内に入りました。受講時は、上位 90%(笑)でしたので、成長を実感

していました。しかし、9 月の模試が終わり、直前のスパーリングまでの空白の 1ヶ月の

間に「成長を更に実感したい・確実に合格したい」と思い、様々な教材に手を付けてしま



いました。それにより、受講(1月)から 9月までに築いた勉強スタイルをわずか 1ヶ月で

崩してしまい、直前スパーリングでは全く解けず、そのまま本試験を迎えました。 

 

   結果：事例Ⅰ(37) 、事例Ⅱ(39)、事例Ⅲ(42)、事例Ⅳ(54)＝172点(笑)    

 

【2年目】 

MMC に通学していた友達の得点が高かった為、勉強方法を崩さず MMC を信じ切れば良か

った。と反省し、2 年目は MMC を信じよう！と思い MMCの教材のみを勉強していまし

た。そして、9 月の模試も程よい成績で安心し、今年は何もしないぞ！と心に決めていた

のですが、時間に余裕があり、色々な情報サイトを見ていると少し前の論点問われたらど

うしよう…と脳裏をよぎり、今まで解いていなかった年の事例Ⅱ・事例Ⅲの過去問を本試

験の１週間前に解きました。 

 

   結果：事例Ⅰ(74) 、事例Ⅱ(51)、事例Ⅲ(52)、事例Ⅳ(58)＝235点    

 

2 次試験に慣れ、一番勉強していた年だったので本来ショックが大きかったのですが、再

現答案を作成した際、事例Ⅱで大きな事故に気づき「落ちたな」と思っていた為、ショッ

クは少なかったです。(笑) 



その事故とは、直前１週間前に新たに解いた問題の論点が出た！！と思いこみ、その問題

と同じ解き方で解いてしまったことです。学んだことをすぐに使いたがる自分にとって

は、一番やってはいけない行動でした。 

 

【３年目】 

3 年目は、燃え尽き症候群となってしまい、MMCの講座を受講したのは 8月頃からでし

た。受講は遅かったですが、MMC以外は全く考えていませんでした。その理由は、2 年目

まで共に頑張っていて「MMC 信者」と自称する友達の再現答案が、MMCで教わる書き方

と瓜二つの書き方であった為です。これが印象に残っており「MMC信者になれば受か

る！！」と思い、３年目も迷わずに MMC の受講を決めました。(笑) 

MMC 模試では上位３位に入り「今年こそは！！」と意気込み本試験に臨みました。 

 

   結果：事例Ⅰ(55) 、事例Ⅱ(54)、事例Ⅲ(56)、事例Ⅳ(65)＝230点    

 

【４年目】 

3 年目は結構良い線をいっていたので、ショックが大きかったですが、今更勉強方法も予

備校も変える気は全く無かったので、1 月からMMC生として受講しました。 

講座が始まり、すぐに西先生に再現答案を見て頂いた時「抽象的に書き過ぎている気がし

ます。事例文をもう少し使った方が良いのでは？」とアドバイスを頂いた時に雷が落ちた



ような衝撃を受けました。改めて見ると、確かに事例Ⅰから事例Ⅲまで、事例文を余り使

わずに書いていました。そこで事例文を盛り込むように意識して書くようにしました。そ

の際に、徳川先生から２つのアドバイスを頂き、それを素直に実践しました。 

 

アドバイス①勉強し過ぎないように。勉強する余裕があったら娘のオムツを変える事。笑 

アドバイス②作成した答案を嫁さんに見てもらう事。 

 

まず、アドバイス①に関しては、1 年目・２年目の自分の行動を振り返ると正にしっくり

くるアドバイスで、勉強しすぎて変な方向に行ってしまう自分にはピッタリのアドバイス

でした。その為、４年目は、私用を意図的に詰め込み、殆ど勉強しませんでした。笑 

 

次に、アドバイス②に関しては、嫁に見せるまでは何故だろうと思っていたのですが、見

せた時にすぐに理由が分かりました。全く知識の無い人が、事例文だけを見た後に、作成

答案を見た際、小難しいことが書いていると「これって、事例文の何処に書かれてるのか

な？」と聞かれ「読みやすい文章」というのが何か分かりました。自分の中では事例文か

ら引っ張ったつもりでも、読み手から見たら引っ張れていなかったのです。それ以降、作

成した答案は、全て嫁に見てもらい、「どういう風に事例文からワードを引っ張り、MMC

のキーワードをくっつけるか」を意識して学習しました。 

 



本試験後、令和２年度の再現答案を作成した際、嫁に見てもらい「今までで一番分かりや

すい」と言われた時に一安心しました。笑 

 

2 次試験(筆記)に合格するためには、①素人が見ても分かる内容で書く、②勉強スタイル

を確立する、この２点が大切だと思います。MMCでは、この２点を重点的に教えて頂け

ます。特に、冒頭で書いた「素人が見ても分かる内容で書いているか」を徹底的に磨くこ

とに力を入れていると思います。 

 

最後に、４年間、勉強していて文句を言わずに見守ってくれた嫁と可愛い娘 2 人、いつも

的確なアドバイスをして頂いた徳川先生、雷が落ちるアドバイスをして頂いた西先生、親身

になって話しかけてくれた中居先生と MMC の先生達、先に診断士として活動している友

達、など様々な方の支えがあったからこそ、ここまで頑張る事が出来ました。 

 

本当にありがとうございました！！ 

 


